
 

                                           

1 

インターバンクの声 （2015 年 12 月 25 日） 
 

クリスマス・イブの東京市場では、ドル円が株式市場のオープン前から１２

１円台に戻すような動きを見せていたが、日経平均の上げ幅が縮小するにと

もなって円買いが進んでしまった。ロンドン勢が参入し始めた頃には１２０

円３０銭台に達していたこともあって、１０月後半以来２ヵ月ぶりの１１９

円台突入もありかと思われたが、どうにか１２０円２０銭台で下げ止まって

くれた。クリスマス・イブともなれば、運悪く出社となったニューヨーク勢

もただデスクに座っているだけで昼過ぎには帰宅する人がほとんどだが、近

年はロンドン勢も似たような勤務体制のようだ。要するにロンドンの昼過ぎ

以降は市場も閑散とし、主要通貨ペアのプライスですら数銭開きになってし

まっては事実上休場のようなものだ。東京時間も居直ってゆっくり構えれば

良いのだろうが、こうした日柄でも、どうしても約定しなければならない売

買が飛び込むこともあるのが厄介だ。クリスマスにプレゼントならぬ大きな

損失を掴まされてはたまらない。今日のような日はとにかく何事もなく過ご

すことが一番だ。 
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